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Ⅰ 研究のねらい 

 １ 理科をとりまく状況 
平成２４年度に行われた「全国学力・学習

状況調査の結果」では、「理科の勉強が好き
な小学生・中学生の割合は国語、算数・数学
に比べて高いが、『理科の勉強は大切』『理
科の授業で学習したことは将来社会に出たと
きに役に立つ』と回答した小学生・中学生の
割合は国語、算数・数学に比べて低い。」と
報告されている。さらに「全国学力・学習状
況調査の結果を踏まえた詳細分析（概要）」
では、「習得した知識を活用して考察する学
習の機会が少なかったものと考えられる。（中
略）指導改善としては，日常生活との関連を
図る学習活動が考えられる。」と示されてい
る。 

一方、現行の学習指導要領への対応を特集
した『さがみはら教育』１４７号（平成２１
年７月発行）において、「理数教育の充実に
むけてこれから最も大切と考えられること」
という問いに対して、５つの項目から選択回
答を求めたところ、「実生活と学習内容との

結びつきが実感できる学習活動を設定する」
を、一番多い約４割の教師が選んでいる。生
活と結びつけた授業をしたいと考えている教
師が、少なくないととらえることができる。 

 科学技術振興機構が平成２２年度に行った
「小学校理科教育実態調査」の「中高理科免
許を保有していない教員の理科の指導に対す
る意識について」では、『指導に対する意識』
について「やや苦手」「苦手」が約５割であ
り、『理科の授業で科学が日常生活に密接に
関わっていることをよく解説しているか』に
ついて「ややそう思わない」「そう思わない」
が３割強であるという報告がされている。 

２ サブテーマについて 
 これらの状況を踏まえ、本研究では、児童
が理科の学習を身近に感じたり、活用できる
ことを実感したりしながら、学ぶ意欲や科学
への関心を高めていくことをねらい、サブテ
ーマを「理科の学習と生活をつなぐ」とし、
理科の学習と生活をつなぐ手だてについて研
究していく。教師がどう仕かけ、どのように
働きかけるのか、そしてその手だてによって

 「観察や実験は面白いけれど、そのあとの考察がつまらない」という児童の声を聞くこと
がある。平成２４年度に行われた「全国学力・学習状況調査の結果」では、理科の学習が生
活に役立つと感じている児童の割合は、国語や算数よりも低い結果が出ている。その改善と
して日常との関連を図る学習活動に取り組むことが「全国学力・学習状況調査の結果を踏ま
えた詳細分析（概要）」で示されている。 

 本研究では、児童が理科の学習を身近に感じたり、活用できることを実感したりしながら、
学ぶ意欲や科学への関心を高めていくことをねらい、サブテーマを「理科の学習と生活をつな
ぐ」とし、理科の学習と生活とをつなぐ手だてについて研究していく。生活と関連付けていく
教師の仕かけや働きかけによって、児童がどのように変容するかについても検証していく。 
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児童たちがどのような変容をしていくのかに
ついて研究していく。 

「理科の学習と生活をつなぐ」ことを、以
下の２つの視点からとらえることにする。す
なわち「体験から始まって学習し、そして生
活へもどす」という流れとして考える。 

（１）「体験から学習」のとらえ 
 児童にとって、身近で当たり前のように体
験している事物・現象は多い。当たり前であ
るがゆえに、児童はその事物・現象を意識す
ることがあまりなかったり、驚きや疑問を持
つといったこともなかったりする。その事
物・現象の規則性に気づいたり、その働きが
生活の中で活かされていることを実感したり
することができるように意図的に学習をして
いくこととしてとらえる。 

（２）「学習から生活」のとらえ 
 児童が学んだ事物・現象の性質や働き、規
則性について、生活の中で役立っていること
を確かめたり、実際に役立てようとしたりす
ることとしてとらえる。 

Ⅱ 研究の内容 
１ 生活との関連について 

教師自身が、学習内容の事物・現象の性質
や働き、規則性が生活とどのように関連して
いるのか、どう関連させていけばよいのかに
ついて分かっていないと、児童が学習と生活
をつなぐことは難しい。そこで、学習が生活
とどう関連しているのかについてまずは研究
に取り組む。そしてそのための教師の手だて
を考える。 

（１）関連を調べる 
 学習内容が生活とどのように関連している
のか、研究員の経験や研究文献、研究会等か
らピックアップしていく。 

（２）教師の手だてを考える 
 研究した学習と生活とのつながりを実際に
児童がつなげることができるようにするため
の教師の手だてを①環境面②教師の働きかけ
③児童の生活体験の変化の３点で考える。 

①環境面 
 学校内で、生活とのつながりを意識した
り、気づいたりできる事物・現象について、
児童が体験できるように意図的な場を設定

することについて考える。 

②教師の働きかけ 
 児童がつながりを実感できるようにする
ための教師の働きかけを考える。児童の「な
ぜ」を引き出したり、気づけるようにした
りする。教師の発問内容やタイミング、児
童のつぶやきの受け止め方など、働きかけ
は多岐にわたることが考えられる。また、
①の環境面と連動させて働きかけることも
考えていく。 

③児童の生活体験の変化 
 教師が当たり前のように体験してきた事
物・現象が科学技術の進歩により、現在の
児童が体験しづらくなっていることについ
て考える。例えば、オール電化の家屋では、
「火」に触れる機会が極端に少なくなるな
ど、生活様式の変化についても考えていく。
つながりを「体験から始まって学習し、そ
して生活へもどす」ととらえると、この視
点も配慮して環境面や教師の働きかけを考
慮する必要がある。 

２ 「身近な事象がわかる一覧表」の作成 
生活との関連について、教師にわかりやす

くとらえることができるようにするために、
一覧表にまとめる。この一覧表の学習内容の
並び順は、教師が活用しやすくなることを第
一に考え、市内小学校に採択されている教科
書『わくわく理科』（啓林館）の単元の並び
順を採用する。学年ごとの一覧表では、系統
性が見えにくくなることを考え、学習指導要
領で示されている内容区分「Ａ 物質・エネ
ルギー」「Ｂ 生命・地球」ごとにまとめる。 

本研究では、物質・エネルギーの粒子区分
の一覧表を作成する。（表１ P91） 

 ３ 生活とつなぐ授業実践 
 生活とつなぐための授業実践を行い、検証
していく。作成した「身近な事象がわかる一
覧表」をもとに、粒子領域の 1 単元について
授業実践を行う。教師の意図的な働きかけに
対する、児童の反応を観察していく。児童へ
の事前と事後の意識調査も行い、児童の変容
をみていく。 
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４ 「身近な事象がわかる一覧表」（粒子編） （表１） 
学年 学習内容 学習につながる身近な事象 性質や働き、規則性を

活かしている事物
どんな格好で乗っても体重計の指す値は変わらないこと
水を１L飲んですぐに体重計に乗ると１Kg増えること
折り紙は折っても折らなくても重さは変わらないこと

ボールがバウンドすること ボール、タイヤ、スプレー
自転車ががたがたしないこと（タイヤ） ペットボトルロケット
霧吹きで水が飛ばせること エアバック
事故の時にエアバッグが体を守ってくれること 緩衝材（プチプチ）
プチプチが中身を守ってくれること
ドーム型マウンテンで跳べること ドーム型マウンテン
豆腐のパックに水が入っていると崩れないこと 油圧ブレーキ
竹の水鉄砲が飛ばせること ウォーターベッド

水鉄砲・注射器
電子レンジで温める時、袋を開けること
プールに入ると浮き輪がしぼむこと

２．水の温度と体積 水は，温めたり冷やしたりすると，その体
積が変わること。

瓶のふたを暖めると開けやすくなること
ガラスのコップにお湯を注がないこと
台所のシンクにお湯を流すとボコッとなること
給食の食缶の金属を触ると熱いこと 鍋つかみ
物を熱した後、三脚の脚も熱くなっていること

２．水のあたたまり
方

水は熱せられた部分が移動して全体が
温まること。 お風呂のお湯は、上が温かいままで下がぬるくなること 味噌汁の味噌

真夏の換気。天井にたまった空気を追い出すようにすること 手作り温度
冬に扇風機を回すこと

１．水を熱したときの
変化 お湯を沸かすと湯気がでること 給食のスープの湯気

２．水を冷やしたとき
の変化 寒いときに水たまりなどが凍ること

３．氷になるときの
体積の変化 水が氷になると体積が増えること。 ペットボトルのふたを取って凍らせること

４．水の三つの姿 水は温度によって液体，気体，または固
体に状態が変化すること。

水道場が土や砂で詰まること
海の水がしょっぱいこと

物が水に溶ける量には限度があること。 かきまぜなくてもとけること 炭酸飲料は振らない
物が水に溶けても，水と物とを合わせた
重さは変わらないこと。 洗剤を入れすぎても溶け残った洗剤が汚れになること

ぞうきんで拭いたのに、後が残ったこと
塩ができること
汗が白く浮き出ること
キャンプファイヤーの薪の組み方を工夫すること
ガスバーナーの空気調節ねじがあること キャンプファイヤーの火のつけ方
BBQでうちわで扇ぐこと
ストーブを焚いたときに換気をすること
七輪をうちわであおぐこと。息を吹き込むこと

３．酸素のはたらき
朝礼台がぼろぼろになること 清掃活動
ペンキを塗っていること 温泉
酸性・中性・アルカリ性の洗剤があること 洗剤・重曹
むし歯になること 歯科指導
酢を飲んで酸っぱさを体感すること
プールで水質検査をすること
紫キャベツで液性を調べられること
炭酸飲料水を開けるとプシュとなること
炭酸飲料水の炭酸が抜けないようにすること
酢で掃除をすること
炭酸飲料水を飲むと口の中がシュワシュワすること

３．水溶液にとけて
いるもの

水溶液には，気体が溶けているものがあ
ること。

６
学
年

ものが燃え
るとき

１．ものを燃やす工
夫

植物体が燃えるときには，空気中の酸素
が使われて二酸化炭素ができること。２．ものが燃えるとき

の変化

水よう液の
性質

１．水溶液と金属

５
学
年

もののとけ
方

１．水にとけたもの
のゆくえ

物が水に溶ける量は水の温度や量，溶け
る物によって違うこと。

２．ものが水にとけ
る量

３．とかしたものを取
り出すには

物が水に溶ける量は水の温度や量，溶け
る物によって違うこと。また，この性質を
利用して，溶けている物を取り出すことが
できること。

水溶液には，金属を変化させるものがあ
ること。

１．空気の温度と体
積

空気は，温めたり冷やしたりすると，その
体積が変わること。

２．水溶液の仲間分
け

水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性
のものがあること。

閉じ込めた水は圧し縮められないこと。

水のすがた

水は，温度によって水蒸気や氷に変わる
こと。

２．金ぞくの温度と
体積

金属は，温めたり冷やしたりすると，その
体積が変わること。

もののあた
たまり方

１．金ぞくのあたたま
り方

金属は熱せられた部分から順に温まるこ
と。

３．空気のあたたま
り方

空気は熱せられた部分が移動して全体
が温まること。

ものの温度
と体積

形が変わっても重さは変わらないこと。

２．物の体積と重さ 体積が同じでも重さは違うことがあるこ
と。

２．とじこめた空気の
せいしつ

閉じ込めた空気を圧すと，体積は小さくな
るが，圧し返す力は大きくなること。

閉じ込めた空気は圧し縮められること。
空気や水を
とじこめると

単元（教科書啓林館Ｈ２３～）

３
学
年

物と重さ
１．物の形と重さ

３．とじこめた水のせ
いしつ

４
学
年

 
・「単元」：  教科書の文言をそのまま使用 
・「学習内容」：  学習指導要領に示されている内容を、小単元に合わせて記述 
・「学習につながる身近な事象」：  学校教育の中で体験することを中心に、多くの児童が体験しているだろうと思われる活動 
・「性質や働き、規則性を活かしている事象」：  その働き等を活かしている道具について、児童が比較的ふれやすい物 
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（３）教師の働きかけとその意図 

 ①② この単元で扱う空気と水は、どちら
も当たり前のようにあり、児童たちはよ
く知っているつもりである。ボールに空
気を入れれば弾むようになることは体験
的に知っているが、空気が押し縮められ、
押し縮められた空気には押し返す力があ
るという性質としてはとらえていない。
児童たちがよく行う、ボールに空気を入
れる際に教師から「どうして空気を入れ

るの？」と声をかけ、「空気が入らないと
ボールは弾まなくなること」、「たくさん
入れないと弾み方が足りなくなること」
を言語化させることで、意識ができるよ
うにした。学習の際に、空気の押し返す
性質に気づき、空気を閉じ込めることで
空気の感触がわかることに気づくきっか
けになればと考えた。 

 ③ 押し込められた空気の押し返す力で物
を飛ばす体験をさせておく。畑で栽培し

Ⅲ 研究実践 
１ 第４学年「空気や水をとじこめると」
（１）児童の実態 
①理科全般の様子 
○手を動かす実験が好きな児童が多く、理科
は楽しいととらえている。 

●実体験をもとに理由を話したり、結果から
どんなことが考えられるかと考えたりす
ることに対しては苦手意識がある。 

    

②「生活とつなぐ」に関する担任のみとり
 学習したことを実生活と結びつけている
と感じられる場面は少ない。磁石の「鉄を引
き付ける」という働きについて自信を持って
答える児童は少なかった。現象の要因につい
て「どういう性質があるから？」と聞くと、
返答に困る様子も見られた。学習した内容を
覚えていても、生活の中で見られる事物・現
象とそのことをつなげることができていな
いと考えられる。 

（２）単元の構成（表２） 

小単元 学習の流れ 教師の働きかけ 

単元前 休み時間 

 

 

総合的な学習の時間の虫除け

① 「なぜボールに空気を入れるの」 

② 「空気は入っているのに入れたいのは
どうして」 

③ 噴霧器を使う機会を作る 

空気や水を閉じ
込めると 

ふくろや容器に空気をとじこ
めて遊んでみる 

④ 「閉じ込めた空気の感触はどんな感じ」
⑤ 「身の回りに空気を閉じ込めているも

のはあるかな」 

空気でっぽうで
玉を飛ばそう 

空気でっぽうで遊び、玉がよ
く飛ぶ条件を考える 

⑥ 「噴霧器の勢いを強くする時はどうし
ていたかな」 

とじこめた空気
のせいしつ 

押し棒を押した時のつつの中
の空気の性質を調べる 

⑦ 「ボールに空気をたくさん入れると手
応えはどうなる。その時のはね方は。」

とじこめた水の
せいしつ 

水も空気と同じように押し縮
めることができるのか調べる

⑧ 水を閉じ込めた袋やボールを用意する 

まとめ  ⑨ 豆腐のパックに水が入っていること
に目を向けさせる 

単元後  ⑩ 「空気や水を閉じ込めているものを探
してみよう」 
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ている大豆に農薬を散布する場面や、窓
掃除の際に噴霧器を使用した。散布する
には空気を入れなければいけないことや、
ピストンを数十回押さなければならず、
そのことから、空気が中の液を押し出す
役割をしていることに気づかせたり、押
しているうちに手ごたえが強くなること
やその手ごたえに応じて水の勢いも強く
なることが体験できるようにしたりした。 

 ④⑤ 空気を押してみた感触を身の回りの
体験に結びつけられるよう、具体的な場
面を取り上げながら話し合いを行った。 

 ⑥⑦ 単元前に体験したことを想起させる
ことで、体験して感じたことを学級全体
に広げるようにした。 

 ⑧ 空気と水の性質の違いを実感できるよ
うにするために、水で満たしたビーチボ
ールを実験教材として用意した。同じボ
ールでも、中に入れるものを水にかえた
ことで、全くはねそうにないボールにな
り、それをさわることで、空気と水の違
いを実感することができるようにした。 

 ⑨ 水は押し縮められないが、形を変える
ことができるという性質を利用している
ことに気づかせられるようにした。本学
級の児童には、教科書に出ているブレー
キの仕組みから水の性質をとらえさせる
のは難しいと感じたため、商品として売
られている豆腐を紹介した。豆腐のパッ
クの中に空気が入っていたらどうなるか
を同時に考えることで、水の性質をうまく
利用していることに気づけるようにした。 

（４）児童の様子 
 ①②では空気を入れる必要性を説明するこ
とができたが、単元の導入に行った「空気は
さわれるか」という発問に対してボールを想
起する児童はいなかった。空気の性質を実験
で調べる中で手ごたえを感じた時や、手ごた
えと空気鉄砲の飛距離との関係に気づいた時、
「ボールも同じだ」と気づくことができた。

単元の最後に空気や水の性質を使った道具が
身の回りにどんなものがあるかを考えた際に
は、ボールやタイヤだけでなく、噴霧器、霧
吹き等の道具を挙げ、押し出したり、縮まっ
たりする働きを活用していることを説明する
ことができた。 

総合的な学習の時間等に共通体験をさせて
おいた噴霧器やボールについての仕組みが学
習内容と結びついているとは感じていなかっ
た様子だった。学習を進めるなかで、学習で
わかった性質や働きが、自分たちが使ってい
るものに活かされていることに気づき、身の
回りの物の働きを積極的に見つけようという
姿勢が見えるようになった。 

 

 

 その後、「ものの温度と体積」の単元を行っ
た。水を温めると体積は変化するかを考える
際、この単元で学んだ空気と水を押し縮めよ
うとした時の違いを想起させ、体積変化につ
いては空気と水はそれぞれどのように変わる
のか考えさせた。多くの児童たちは、学習し
たことから、空気と水の変化の仕方が違うと
考えていた。学習が身についているといえる
一面ととらえた。実験の結果は予想と異なり、
児童たちの驚きが大きかった。 

 ４年生は空気と水の性質を調べる学習が続
く。空気の温まり方では生活の様々な場面を
想起し、体験から予想する児童が増えてきた。
また、給食の配膳用のお玉を触ったり、霜を
見つけたりした時などに、性質や規則性につ
いて考える姿が見られるようになった。 

図１ 噴霧器を使って木酢液を散布する 
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（３）教師の働きかけとその意図 

 ① 総合的な学習の時間でバケツ稲の土作
りをした時に、スコップが泥だらけにな
った。児童は土がついたままでも構わず
水道場で洗っている。しばらくすると水

場がつまってしまい、つまりを直すのに
児童たちは大変な思いをした。次からは、
泥をよく落としてから洗うように指導す
るとともに、「土は水に溶けないでたまる
こと」を共通体験として担任から児童た

２ 第５学年「もののとけかた」 
（１）児童の実態 
①理科全般の様子 
○理科の学習が好きと感じている児童は学

級の８７％である。 
○好きな理由は、「実験が楽しいから」「知り

たいことがどんどん出てくるから」「発見が
たくさんあるから」といったことが挙げら
れた。 

○理科の授業に意欲的な児童がとても多く、
科学的な事物・現象に高い関心を持つて学
んでいる。 

○「なぜ」という気持ちをもち、自分たちで

課題を立て実験方法を話し合い、問題解決
に向かう姿勢が見られる。 

●不思議な現象には興味を示すが、じっくり
と課題に向かうことが苦手である。 

②「生活とつなぐ」に関する担任のみとり
 生活の場において、理科で学んだことを思
い出している児童は少ないように感じる。教
師の働きかけには反応がよいが、自分ではな
かなか気がつかない。これまでの単元では天
気のことに関して、雲の動きを観察したり、
自分たちで天気予報をしたりと学んだこと
を活かす場面が見られた。溶けることも身近
に感じやすいと考える。 

（２）単元の構成（表３） 

小単元 学習の流れ 働きかけ 

単元前 総合的な学習の時間の土づくり
 

 

夏休みの自由研究 

① 土だらけのスコップを水道場で洗うとつ
まってしまったので、土を落としてから洗
うようにした。 

② 塩の結晶を作ってきた児童の作品を見せ
る。 

水にとけ
たものの
ゆくえ 

・ものが溶ける様子を観察する。
・溶けたものはどこにあるのか

考える。 

③ 「総合の活動を思い出してみよう。スコッ
プの土をよく落としてから洗ったのは、な
ぜかな。」 

ものが水
にとける
量 

・ものが溶ける限界を調べる。
 

 

・より多く溶ける方法を考える。

④ 「かきまぜなくても溶けるのかな。そのま
まビーカーを教室に置いておこうか。」 

⑤ 「紅茶やコーヒーに砂糖を入れたことは
あるかな。」 

とかした
ものを取
り出すに
は 

・溶かしたものを取り出す方法
を考える。 

⑥ 「置いておいた食塩水のビーカーは、内側
が白くなっているね。」 

⑦ 「なぜ赤白帽子に白い跡が付いているの
かな。」 

⑧ 「塩は海水からも作っているよ。」 

単元後 家庭科 ⑨ 「水の量によって、洗濯洗剤を入れる量が
決まっているのはどうしてかな。」 
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ちに意識づけをし、理科の単元学習につ
ながるようにした。 

 ② 溶かした物を取り出す実験をする時に
思い出せるようにするために、学級全体
へ広げるようにした。 

 ③ 「溶ける」と「混ざる」の違いについ
て考えさせた。児童は水に溶けるものを
「溶ける」と「混ざるだけ」の物を混同
している場合が多い。そこで、総合的な
学習の時間の米作りの時に、土が水に溶
けず水場が泥でつまってしまったこと思
い出せるようにした。スコップの土をよ
く落としてから水道場で洗ったことも思
い出させ、混ざるものは水場に流しても詰
まってしまうことも気づけるようにした。 

 ④ かき混ぜないと溶けないという感覚を
持っている児童が多い。生活の中でも溶
かす際にはスプーン等でかき混ぜる体験
をしている。理科の時間では終わらない
長期な実験は、教室にコーナーをつくっ
て、観察できるようにしている。食塩が
とけずに残っているものをそのまま教室
のコーナーに置いて、継続的に観察でき
るようにし、理科の時間以外も意識でき
るようにした。 

 ⑤ どんな物でも高い温度でよく溶けると
いう児童の実体験からの考えを引き出し、
実際とのずれを感じさせようとした。 

 ⑥～⑧ 食塩やミョウバンの水溶液から溶
かしたものを取り出す方法を考えるヒン
トにしようとした。児童が生活の中で体
験している水分が蒸発する現象に視点を
向けさせた。 

（４）児童の様子 
単元の導入で、ものを溶かした体験がある

か尋ねたところ、個人差はあるが全員が体験
したことがあると答えた。「紅茶に砂糖を溶か
した。」「料理を手伝った時に塩を溶かした。」
というのが圧倒的に多かった。 

単元が始まってすぐの頃に、総合的な学習
の時間で、スコップの土をよく落としてから
洗ったことを思い出させたのだが、そのこと
と「溶ける」「混ざる」のこととをつなげて考

えることができていなかった。土を落とさな
いで洗った時にどうなったのかと投げかけた
ところ、泥がつまってしまったことを思い出
した。土は溶けないで混ざっていただけとい
うことがわかった。 

シュリーレン現象※1 の実験で使った物を
意図的に教室に置いたままにしたところ、中
の食塩がすべて溶けていることに気づいた。
休み時間等にビーカーを覗くなど、日常的に
気にしており、様子の変化を発見することが
できるようになった。数日後には、置いた食
塩水のビーカーの内側が白くなっていること
にも自分たちで気づくことができた。 

 

 

単元が進むにつれて、実験中や考察の場面
で、自らの体験を語るようになった。「アイス
コーヒーはガムシロップを入れて、温かいコ
ーヒーは普通の砂糖を入れていたよ。だから
温度によって溶けやすさが変わる。」等、自分
の体験で気づいたことを発言する児童が見ら
れるようになった。溶けたものを取り出す小
単元では、水分が蒸発したことの生活体験を
様々出す姿が見られた。「海で泳いだ後に、浮
き輪からパラパラ塩みたいなものが落ちてき
た。」「塩って海から作っているの？」といっ
た声が自然と上がった。児童の発言を授業で
活かすことは、生活とつなげる一つと言える
だろう。 

生活体験から勘違いをしていることもある。
「水の温度が高いほどよく溶ける」ととらえ
ている児童がほとんどだったが、学習を通し
て、違いに驚きながら、規則性を知ることが
できた。 

※1 シュリーレン現象 物質が溶ける時に見えるゆらぎ 

図２ 実験観察コーナー 
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３ 第６学年「水よう液の性質」Ａ 
（１）児童の実態 
①理科全般の様子 
○理科の学習が好きと感じている児童は学級

の８２％になる。 
○課題や実験に取り組んだり、生活につなが

るような身近な事物・現象についての話を
聞いたりすることに、興味を持っている児
童が多い。 

○新しい知識を身につけたり、ノートに記録
したりすることが好きな児童が多い。 

●実験結果から既存の知識を使って理論的に

考え、考察することに消極的な児童が多い。 
②「生活とつなぐ」ことに関するみとり 
・理科で学んだことを、生活の場面で活かそ

うとしたり、活かせるかを考えたりする児
童はほとんど見られない。 

・生活で見られる様々な現象を、理科的な視
点でとらえることをしている児童は少ない。 

・５年生で学習した「溶ける」という概念を
理解している児童は多い。 

・当たり前として体験している事物・現象に対
して、「不思議」と感じている児童が少ない。 

（２）単元の構成（表４） 

小単元 学習の流れ 教師の働きかけ   

単元前 朝の会や帰りの会・理科の時間
等 

 

 

 

 

 

 

修学旅行 

①「朝礼台は、どうしてあんなにボロボロに
なってしまうんだろうね。」 

②「ふろ掃除やトイレ掃除のとき、水だけで
なく洗剤を使うとよく落ちるのはなぜだろ
うね。」 

③「掃除をする場所によって、洗剤を変える
のはなぜだろうね。」 

④「水道水とミネラルウォーターとは、どん
な風に違っているのだろうね。」 

⑤「修学旅行で、温泉に指輪をつけたら真っ
黒になってしまったよ。」 

水 よ う 液
と金属 

・塩酸、水酸化ナトリウム水溶
液、食塩水に鉄やアルミニウ
ムを入れる。 

・金属が溶けた水溶液を蒸発さ
せる。 

⑥「実験をするとき、保護ゴーグルや白衣を
着るのはなぜだろうね。」 

水 よ う 液
の 仲 間 分
け 

・リトマス試験紙を使って、水
溶液の液性を調べる。 

・BTB 液を使って、水溶液の
液性を調べる。 

 

 

⑦「紫キャベツ溶液でも、液性が調べられる
みたいだね。」 

水 よ う 液
に と け て
いるもの 

・炭酸水、塩酸、食塩水を蒸発
させて比べる。 

・二酸化炭素を水に溶かしてみ
る。 

⑧「炭酸水って泡がいっぱい出てくるよね。
でも、長く放っておくと、シュワシュワ感が
なくなってしまうね。」 

⑨「炭酸水のシュワシュワ感が消えないよう
にするには、どうしたら良いのだろうね。」

単元後 清掃活動 

 

家庭学習 

⑩「学習したことを活かして、いろいろな掃
除で工夫することができそうだね。」 

⑪「いろいろな水溶液について、液性を調べ
てみるとおもしろいね。」 
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（３）教師の働きかけとその意図 
 ① 金属が酸性雨（酸性の溶液）によって

腐食等の変化をしていくことから、水で
はない溶液は金属を変化させる可能性が
ある、という意識を持たせた。 

 ②③ 洗剤を使うと汚れが落ちやすくなる
のはどうしてなのかを意識できるように
した。 

 ④⑤ ミネラルウォーターや温泉に成分表
示があることを取り上げ、水とどんな違
いがあるのか目を向けられるようにした。 

 ⑥ 水と同じように見える溶液でも、危険
が潜んでいるものもあることに気づける
ようにした。それと同時に、身の回りの
安全に気を配る必要があることに気づく
ようにさせた。 

 ⑦ リトマス試験紙や BTB 溶液以外でも
液性が調べられることに着目させると同
時に、生活の中でみられる紫色をした物
には、液性に反応することを理解させた
いと考えた。 

 ⑧⑨ 水溶液に溶けている気体を逃さない
ようにするためにはどのようにすればよ
いか、生活体験をもとに考えられるよう
にした。それにより、炭酸水の性質の理
解だけでなく、その性質を生活に活かす
工夫を考える機会にした。 

 ⑩ 単元の学習が終わった後でも、水溶液
の性質を掃除の場面において活かすこと
で、生活と結びついていることを意識さ
せた。 

 ⑪ 生活の周りにある水溶液の液性につい
て、自分で手に入れられるものでも調べ
ることができることを紹介することで、
「もっと知りたい」「やってみよう」とい
う探究心を高めるようにした。 

 

（４）児童の様子 
①では、マンションや道路標識の金属腐食

など、実生活で見たことを活発に発言する児

童が多く見られた。また、腐食をしているも
のを探そうとする姿も見られた。 

④では、水道水と何種類かのミネラルウォ
ーターの成分を比べ、家庭学習ノートに興味
を持ってまとめた児童も見られた。 

「水よう液にとけているもの」の小単元で
炭酸水を扱った時には、水溶液の性質を思い
出して、「炭酸水も酸性なのに、なぜ金属（ア
ルミ缶）を溶かさないのだろうか」という疑
問を発言する児童も見られた。この児童の疑
問から、酸性やアルカリ性の水溶液には強弱
があるという発展的な学習につながっていっ
た。 

単元後には、「レモン水」や「酢」「石鹸水」
などの液性の強弱について、紫キャベツ溶液
を使って調べたことを、写真を付けてまとめ、
学級全体に紹介する児童がいた。洗剤の「混
ぜるな危険」の表示の理由について詳しく調
べる児童が何人もいた。 

当たり前のように感じている生活で見られ
る身近な事物・現象について、「どうしてだろ
う」「調べてみよう」と、追究していこうとす
る児童の姿勢が見られるようになった。 

学習後の感想には、炭酸水などの身近な飲み
物が、学習したことと関わっていると書いて
いる児童が多く見られた。 

 

４ 第６学年「水よう液の性質」Ｂ 

（１）児童の実態 
①理科全般の様子 
○理科の学習が「好き」と感じている児童は

学級の４６％になる。「まあまあ好き」と感
じている児童は４６％になる。 

○目の前の具体的な事物・現象から自ら予想
や仮説を立てたり、実験を計画・実施した
りする楽しさを感じている児童が多い。 

○観察、実験の結果から何が言えるのかを自
分でまとめたり、学習後に新たな見方や考
え方を獲得したりできることに学習の楽し
さを見いだせるようになってきている。 
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●理科の学習は生活に役立つことと考えては
いるが、実生活と学習内容とを具体的に関
連させてとらえることは苦手である。 

●実験が難しく、現象を自分の言葉で説明す
ることに苦手意識を持つ児童がいる。 

②「生活とつなぐ」に関する担任のみとり 
・「溶ける」と「混ざる」の違いや水溶液の

定義については概ね理解している。 
・修学旅行では、温泉によって変化した金属

の様子に関心を示す児童が多かった。 
・生活の中で洗剤などを使うことはあるが、

種類や裏面の表示などはあまり意識してい
ない。 

 

 

 

 

 

（２）単元の構成（表５） 

小 単 元 学習の流れ 働きかけ 

単 元 前 
 

修学旅行での源泉散
歩 
修学旅行の入浴 

①「源泉に 10 円玉を入れると色が変わるのはどう
してだろう。」 
②「お風呂場の蛇口の色が変わっていたよね。」 

水よう液の性質 
 

・薄い塩酸を鉄やアル
ミニウムに加える。

 

水よう液と金属 ・溶けた金属のゆくえ
を予想し、実験で確
かめる。 

・いろいろな水溶液を
金属に加えたとき
の様子を調べる。 

③「鉄とアルミニウムにはどんな性質があるか
な。」 
④「塩酸や水酸化ナトリウムは水道に流しても大丈
夫かな。」 
⑤（数種類の洗剤を用意し）「鉄製やアルミ製の鍋
を洗ったらどうなるのかな。」 
⑥（家庭用洗剤の「まぜるな危険」という表示を見
せ）「混ぜるとどうなるのだろう。」 

水よう液の仲間
分け 

リトマス紙を使って、
水溶液の仲間分けを
する。 

⑦紫キャベツ等の汁の色の変化で水溶液の性質を
調べられることを紹介する。 
⑧紅茶に酸性とアルカリ性の水溶液を加えたとき
の色の変化を提示する。 

水よう液にとけ
ているもの 

気体が溶けた水溶液
について調べる。 
 

⑨「炭酸水の泡が抜けないようにするには、どうや
ってしまえば良いだろう。」 
⑩「水に二酸化炭素を溶かしたら炭酸水はつくれる
のかな。」 

単 元 後 
 

清掃活動 ⑪「水道場の掃除は洗剤を使った方がきれいになり
そうかな。」 

 

図３ 協力して実験をする 
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（３）教師の働きかけとその意図 
 ①② 修学旅行

で源泉をめぐ
る散歩したと
きや入浴した
ときに、温泉
によって金属
が変化してい
る現象に目が向くように声をかけた。 

 ③ 児童自身が考えた仮説を自分なりの方
法で検証するために、鉄やアルミニウム
の性質に目を向けられるように助言した。
「塩酸に溶けた鉄は、溶ける前とは別の
物質に変わっている。」という仮説を検証
する方法を、鉄は磁石にひきつけられる
という生活の中ですでに分かっているこ
とから想起できるようにした。 

 ④ 液性の働きによって引き起こされるこ
とをふまえて、正しい処理方法を理解で
きるようにする。同時に環境汚染防止の
意識も高めるようにした。 

 ⑤⑥ 家庭で洗剤を使用するときに、目的
にあったものを使おうとする意識を高め
たいと考えた。また、生活の中ですぐ手
に入れられるものでも安全に気を付ける
必要があることも分かるようにした。 

 ⑦⑧ 普段、食べているものでも水溶液の
性質が調べられることを紹介し、学習に
対する関心を高めるようにした。 

 ⑨⑩ 気体が溶け込んでいる水溶液が身近
にあることや、炭酸飲料はどのように保
管すると気体が逃げにくくなるのかを考
えるようにした。 

 ⑪ 水道場掃除を担当する児童から洗剤を
使いたいと申し出があった時には、どん
な洗剤が必要なのか考えさせるようにし
た。水溶液の「溶かす」はたらきで汚れ
を落とすことに意識が向くようにした。 

（４）児童の様子 
①、②では、錆びている自転車や遊具、修

学旅行の体験などを思い出して、水溶液の働
きについて積極的に話し合いに参加する様子
が見られた。 

④では、実験後の器具の片付けや廃液処理
等を児童自身が行うようにしたところ、水道
に直接流しても良いものなのか自分たちで考
え、水溶液の性質に合った処理の仕方を考え
られるようになってきた。理科の授業以外で
も水道に流してよいかどうかを考える姿が見
られた。 

⑤、⑥では、身近な水溶液として洗剤が多
く取り上げられ、使う洗剤の液性を知ってお
くことは安全上、大切なことであると考える
児童が多かった。 

⑧では、紅茶にレモンを加えると紅茶の色
が薄くなる現象を見て、水溶液の働きによっ
て反応することが、生活の場面でも起こりう
ることに驚いていた。理科の実験で取り上げ
た内容と生活の場面が同じことを感じている
様子だった。 

学習後のこれからの生活に役立つと思うか
どうかの質問に対し、８２％の児童が「思う」
または「まあまあ思う」と回答した。平成２４
年度全国学力・学習状況調査では、「理科の授
業で学習したことを普段の生活の中で活用で
きないか考えている」ことを肯定的に答えて
いる児童の割合は６２％と報告されている。
この結果と比較すると児童が高い意識を持っ
ているととらえてよいだろう。 

生活体験の出来事を学習場面で発言するこ
ともできてきた。炭酸は金属を溶かさないの
か、という疑問に対して、缶ジュースを例に
挙げて説明する児童がいた。生活体験と理科
の学習をつなげて考えようとする姿が見られ
た。 
 さらに、理科に対する興味が高い児童は、
大雪が降ったときに使われた融雪剤などを思
い出し、「日常生活の中にある理科」を進んで
発見しようとしていた。 

 

図４ 源泉を観察する 
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Ⅳ 成果と課題 
本研究に取り組んだ成果は、児童が身のま

わりの事物・現象に対して、興味・関心を示
したり、理科の学習の楽しさを感じたりする
ことができてきたことである。 

 
１ 生活との関連について考える 
（１）環境面から 
 児童に触れさせたい、気づかせたい事物・
現象を視覚化するなどの体で感じることがで
きるようにしたことで、児童が事物・現象に
興味・関心を持つことができた。噴霧器を用
意したり、実験コーナーをつくったり、事物・
現象の働きがわかる表示を掲示したりした。
冬に扇風機を使用して上部に集まった温かい
空気を入れ替える体験等を日々行うことで、
理科で学習していることを活かそうとする気
持ちも高めることができた。 
（２）教師の働きかけから 

①教師の意識 
 児童が、学習したことを生活とつなぐた
めには、この「教師の意識」が重要である
ことが分かった。 
②児童の変容 

・これまでの体験を思い出す 
・体験と関連付ける 
・生活とのつながりを見つけようとする 
・予想を立てる際に事物・現象の働きや

性質等の根拠をもとに考える 
・予想を体験から考える 
・考察を自分の体験も含めて考える 
・「わかると楽しい」と感じる 
・安全面に関する意識が高まる 
・発展的な調べ学習や実験に取り組む 
・生活に役立っていることがわかる 
・他教科でも生活とのつながりを見つけ

ようとする 
 これらの児童の変容は、研究を通して研究
員が実感したことである。 
 

２ 「身近な事象がわかる一覧表」 
小学校第３学年から第６学年までの「学習

内容」と「学習につながる身近な事物・現象」
「性質や働き、規則性を活かしている事物」
を一覧にまとめたことで、一目で生活とのつ
ながりがわかるようになった。このことで、
これまでに児童が体験してきていることや、
今後に活かせることが期待できる生活場面で
の事物・現象がわかり、教師が意図的に働き
かけをすることができた。 

理科の授業に苦手意識を持っている教師に
とって、この一覧表は生活とのつながりを見
つけるヒントとなる資料になるであろう。教
師自身が理科に興味・関心を持つ手助けにも
なり得るものと考える。 

事物・現象によっては、生活とのつながり
が見つけることが難しいものや、単元の中で
もつながりを見つけにくいことがあることも
分かった。 

 
３ 今後の課題 

今回の研究では、「身近な事象がわかる一
覧」を作成したが、一覧表の活用方法を示す
ことができなかった。生活との関連付けを意
識した教師の働きかけの方法についても今後
取り上げていく必要がある。教師の言葉かけ
の内容や仕方、タイミング等は今後の課題で
ある。それに伴った掲示物や教具についても
研究を深めていくことが求められる。 

 
本研究が理科学習を担う先生方の一助とな

り、児童が理科の学習を身近に感じたり、活
用できることを実感したりしながら、学ぶ意
欲や科学への関心を高めていくことを期待し
たい。 
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